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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Blade X4-2Bモデル名」
■ 5ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 7ページの「サポートとトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Blade X4-2Bモデル名
名前は Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールを識別します。

■ 1:アルファベットのXは x86製品を示します。
■ 2:最初の数字 4はサーバーの世代を示します。
■ 3: 2番目の数字 2は、プロセッサの数を示します。
■ 4:アルファベットの Bは、製品がブレードサーバーであることを示します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みのオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを備えて
おり、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納されていま
す。

■ My Oracle Support – http://support.oracle.com

■ 物理メディアのリクエスト
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詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよ
びソフトウェアアップデートの入手」を参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X4-2Bサーバーモジュール http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

X4サーバーシリーズのシステム管理 X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle System Assistant X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

シャーシ Sun Blade 6000モジュラーシステム http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

ドキュメントとフィードバック
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サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

寄稿者
主著者: Lisa Kuder、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Mike Ma、Qing-su Hu、Lu Wei、Cynthia Chin-Lee、Michael Tabor、Ralph
Woodley

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2013年 9月初版。

変更履歴
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Windows OSのインストールについて

このセクションでは、Windows OSのインストールの概要を示します。次のタスクの
表をガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 サポートされているWindows OSの
バージョンの一覧を確認し、サーバーソフト
ウェアおよびハードウェアに関する最新情報
を取得する方法を学習します。

9ページの「サポートされているOSの
バージョンおよび最新情報」

2 単一のサーバーまたは複数のサーバーでの
OSのインストールのオプションを確認しま
す。

10ページの「OSのインストールオプ
ション」

3 必要な手順を実行してインストールの準備を
整えます。

15ページの「OSのインストールの準備」

4 OSをインストールします。 23ページの「Windows OSのインストール」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
このセクションでは、サポートされているWindows OSのバージョン、および最新の
サーバー関連情報の取得方法について説明します:

■ 9ページの「サポートされているWindowsオペレーティングシステム」
■ 10ページの「プロダクトノートの最新情報」

サポートされているWindowsオペレーティングシ
ステム
Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールでサポートされる特定のMicrosoft Windows Server
のバージョンについては、次を参照してください。

https://wikis.oracle.com/

display/SystemsComm/Sun+Blade+Systems+Products#tab:Operating-Systems
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関連情報

■ 10ページの「プロダクトノートの最新情報」

プロダクトノートの最新情報
サーバーに関する最新情報は、『Sun Blade X4-2Bプロダクトノート』で保持されて
います。『プロダクトノート』ドキュメントには、サーバーの利用可能なファーム
ウェア更新およびハードウェアまたはソフトウェアの問題に関する詳細情報が記載
されています。サーバー関連のドキュメントは、オンラインのサーバードキュメン
トライブラリで入手できます。

詳細は、http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docsを参照してください。

OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、これら 2つのインストールオプションに関する情報を示し
ます。

オプション 説明

複数のサーバー 次にある Enterprise Managerのページを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のサーバーにOSをインストールし
ます。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーでローカルに実行されま
す。このオプションは、物理的にラックにサーバーを設置し終えた
ばかりのときに便利です。Oracle System Assistantを使用するか、手動
インストールを実行します。追加のハードウェアが必要です。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行されま
す。Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)リモートコンソールア
プリケーションを使用して、Oracle System Assistantにアクセスする
か、手動のOSインストールを実行します。

注 – Oracle System Assistantを使用して、ローカルまたはリモートで、単一
サーバーOSのインストールを実行します。

単一サーバーにOSをインストールする方法とOracle System Assistantの詳細について
は、次を参照してください。

■ 11ページの「単一サーバーへのインストール方法」

プロダクトノートの最新情報
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■ 12ページの「Oracle System Assistant」

単一サーバーへのインストール方法
Windowsインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 要件

ローカルでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション
■ リダイレクトCD/DVDドライバまたは ISOイメージ
ファイル

■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

CD/DVDドライブを使用した
ローカルでの手動OSインストール
–サーバーに接続された物理
CD/DVDドライブを使用します。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

CD/DVDドライブまたはCD/DVD
ISOイメージを使用したリモートか
らの手動OSインストール – Oracle
ILOMリモートコンソールアプリ
ケーションを実行しているリモート
システム上でリダイレクトされた物
理CD/DVDドライブを使用しま
す。

■ ブラウザが実行されているリモートシステム
■ CD/DVDドライブまたは ISOイメージ
■ Windows配布メディア
■ サーバー管理ポートに対するネットワークアクセス

詳細については、12ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

ネットワークPXEインストール –
Windows展開サービス (WDS)
サーバー上のカスタマイズされた
Windows Imaging Format (WIM)イ
メージを使用します。

WDSを実行しているサーバーとそのサーバー用にカスタマ
イズされたWIMイメージ。12ページの「Windows展開
サービスOSのインストール」を参照してください。

単一サーバーへのインストール方法
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補助付きOSインストール
これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantを使用します。ローカルまたはリ
モートのCD/DVDドライブまたはCD/DVDイメージでWindows OSのインストール
メディアを提供すると、アプリケーションがインストールプロセスを開始しま
す。Oracle System Assistantがサーバーにインストールされている必要があります。

Oracle System Assistantの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

手動によるOSインストール
この方法では、OSのインストールにOracle System Assistantを使用しません。代わり
に、ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイ
メージのいずれかでWindows配布メディアを提供します。必要なツールおよびドラ
イバも提供する必要があります。サーバー用のツールとドライバは、My Oracle
Supportサイトからサーバー固有およびOS固有のパッケージとして入手できま
す。OSをインストールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用し
ます。

Windows展開サービスOSのインストール
展開サーバー環境からWindowsをインストールできます。上級
ユーザーは、Windows展開サービス (WDS)サーバー上の特定のサーバー用にカスタ
マイズされたWindowsインストールイメージ (WIM)を作成できます。こうしたイン
ストールイメージファイルを作成しておくと、ネットワークカードからサーバーを
ブートし、WDSシステムからそのイメージを選択して展開できます。

WDSの詳細については、次を参照してください。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa967394.aspx

関連情報

■ 12ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、システムに組み込まれたUSBストレージデバイス上に
サーバーの一体部分として提供され、スタンバイ電源を供給すればすぐに使用でき
ます。この埋め込みのストレージデバイスには、サポートされるオペレーティング
システムおよびハードウェアを自分で選択してサーバーの使用を開始するために必
要なものがすべて含まれています。オペレーティングシステムのインストールメ
ディアを用意すれば、Oracle System Assistantでほかのすべてのものが提供されま
す。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとおりです:

補助付きOSインストール
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■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ オペレーティングシステムが使用するドライバとツール
■ サーバー固有のファームウェア
■ Hardware Management Pack
■ サーバー関連ドキュメント

Oracle System Assistantの詳細については、次のトピックを参照してください。
■ 13ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、サポートされているOSの補
助付きインストールを提供します。OSインストールメディアを提供すると、Oracle
System Assistantがインストールプロセスを開始します。

補助付きOSインストールは、サポートされているすべてのWindowsオペ
レーティングシステムで使用できます。OSがインストールされると、Oracle System
Assistantを使用して、OSドライバに加えてすべてのコンポーネント (ファーム
ウェア、ツール、ドライバ、その他の関連ソフトウェア)も更新できます。

関連情報

■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
ほとんどの場合、Oracle System Assistantは、サーバーにすでにインストールされてい
ます。

■ Oracle System Assistantがすでにインストールされており、最新バージョンが必要
な場合は、Get Updatesタスクを使用してOracle System Assistantを更新できます。

■ サーバーがOracle System Assistantをサポートしているが、Oracle System Assistant
がインストールされていない場合は、Oracleの販売代理店までお問い合わせくだ
さい。

関連情報

■ 『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)

Oracle System Assistantの取得
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OSのインストールの準備

OSをインストールする前に、インストール方法を設定する必要があります。このセ
クションでは、OSのインストールの準備手順について説明します。次のタスク表を
ガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確
認している必要があります。

9ページの「Windows OSのインストールに
ついて」

2 選択したインストール方法に基づいてイン
ストールのセットアップを行います。

■ ローカルインストールの場合: 15ページ
の「ローカルインストールのセット
アップ」

■ リモートの場合: 16ページの「リモート
インストールのセットアップ」

3 最適なデフォルト値をロードし、BIOS
モードを選択して、BIOSを準備します。

20ページの「BIOSの設定」

4 準備のための手順が完了したら、OSをイ
ンストールします。

23ページの「Windows OSのインス
トール」

インストール方法のセットアップ
■ 15ページの「ローカルインストールのセットアップ」
■ 16ページの「リモートインストールのセットアップ」

▼ ローカルインストールのセットアップ
OSのローカルインストールはサーバーで実行されます。ローカルインストール方法
として推奨される手順は、Oracle System AssistantのOSのインストールタスクを使用
することです。この手順を使用して、ローカルのOracle System Assistantの補助付き
インストールまたはローカルの手動 (補助なし)インストールを設定します。
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注 – OSのローカルインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールをすで
に実行しているはずです。

■ 次の項目が必要です。

■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライブまたはサムドライブ)
■ マルチポートドングルケーブル

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが推奨されます。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

サーバーモジュールの前面にあるユニバーサルコネクタポート (UCP)にマルチポート
ドングルを接続します。

ビデオモニターをマルチポートドングルのビデオコネクタに接続します。

キーボードおよびマウスをサーバーの前面にあるUSBコネクタのいずれかに (または
マルチポートドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面にあるほかのUSBコネクタに (またはマルチポート
ドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

20ページの「BIOSの設定」

▼ リモートインストールのセットアップ
リモートOSインストールは、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションお
よびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたはCD ISOイメージを使用して実行さ
れます。リモートインストールとして推奨される手順は、Oracle System Assistantの補
助付きOSインストールタスクを使用する手順です。この手順を使用して、リモート
のOracle System Assistantの補助付きインストールまたはリモートの手動 (補助なし)
インストールを設定します。

始める前に

1

2

3

4

5

次の手順

インストール方法のセットアップ

Sun Blade X4-2B Windowsオペレーティングシステムインストールガイド • 2013年 9月16

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIG


注 – CD-ROMまたはCD-ROMイメージのオプションを使用してOSをインストールす
ると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするため、インス
トールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間は、ネット
ワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このインストール方
法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高くなります。

次の要件を満たしている必要があります。

■ 『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールをすで
に実行しているはずです。

■ Oracle ILOMリモートコンソールシステムが、Solaris、Linux、またはWindows上
で実行しています。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークにOracle ILOM
リモートコンソールシステムが接続されています。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5がインストールされています。
■ Oracle ILOMリモートコンソールシステムが Solarisを実行している場合は、Oracle

ILOMリモートコンソールがCD/DVD-ROMドライブにアクセスできるよう
に、ボリューム管理を無効にする必要があります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールシステムがWindowsを実行している場合
は、Internet Explorerの拡張セキュリティー機能を無効にします。

■ サーバーサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従ってセットアップ済みです。

■ Oracle ILOMにアクセスするための SP IPアドレスがあります。
■ サーバーに最新の更新が含まれるようにするために、Webアクセスが必要です。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

Oracle ILOMにアクセスするには、サービスプロセッサの IPアドレスをリモートコン
ソールシステム上のブラウザに入力します。

始める前に
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「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

「I Understand the Risks」リンクをクリックします。

「Add Exception」をクリックします。

Oracle ILOMのログイン画面が表示されます。

2

3

インストール方法のセットアップ
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管理権限を持つユーザーとしてOracle ILOMにログインします。

Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

jnlpgenerator.jnlpファイルのダイアログボックスが表示されます。

「Open」をクリックします。

「Oracle ILOM Remote Console」画面が表示されます。

「Devices」メニューから、選択した配布方法に従って 1つのCD項目を選択します。

■ CD-ROMリモート。Oracle ILOMリモートコンソールシステムに接続された
CD/DVD-ROMドライブからオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDの
コンテンツにサーバーをリダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

4

5

6

7
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■ CD-ROMイメージ。Oracle ILOMリモートコンソールシステム上にあるオペ
レーティングシステムソフトウェアの ISOイメージファイルにサーバーをリダイ
レクトする場合は、「CD-ROM Image」を選択します。

20ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認すべきで
す。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方法に
ついて具体的に説明しています。

■ 20ページの「BIOSの最適なデフォルト設定のロード」
■ 21ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSの最適なデフォルト設定のロード

注意 –この手順では、BIOSの設定をデフォルト値にリセットし、以前にカスタマイ
ズした設定をすべて上書きします。BIOS設定は、Oracle ILOM、Oracle Hardware
Management Pack、またはOracle System Assistantを使用してバックアップできます。

BIOS設定ユーティリティーには、工場から出荷されたままのサーバーにとって最適
な BIOS設定をロードするためのオプションが含まれています。この手順を新しく設
置されたサーバーで実行して、BIOSが最適なデフォルト値に設定されるようにしま
す。

■ サーバーにはストレージドライブが適切に取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されています。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9を押します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

次の手順

始める前に
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サーバーをリブートします。

21ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSモードの設定
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしています。Sun Blade X4-2B UEFIブートモードでサポートされて
いるWindowsのすべてのバージョン。OSのインストールを実行する前に、レガ
シーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定できます。デフォルトの設定は
レガシーです。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。

「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」オプションを選択しま
す。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

サーバーをリブートします。

23ページの「Windows OSのインストール」
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Windows OSのインストール

このセクションでは、OSのインストールプロセスについて説明します。次のタスク
表をガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 「OSのインストール準備」タスク表の手順
をあらかじめ実行しておく必要があります。

15ページの「OSのインストールの準備」

2 選択した方法でWindowsをインストールし
ます。

■ 23ページの「Windowsをインストールす
る (Oracle System Assistant)」

■ 26ページの「Windows Server 2008 R2およ
びWindows Server 2008 SP2をインス
トールする (手動)」

■ 31ページの「Windows Server 2012をイン
ストールする (手動)」

■ 37ページの「Windows Serverをインス
トールする (PXE)」

3 サーバーのシステムツール、ドライバ、追加
ソフトウェアを更新します。

38ページの「サーバーシステムツールのイ
ンストールおよびドライバの更新」

▼ Windowsをインストールする (Oracle System
Assistant)
Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSを Sun Blade X4-2Bにインストールするためのもっとも簡単な方法です。

Oracle System Assistantの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。
■ OSインストールタスク表を参照します。23ページの「Windows OSのインス
トール」を参照してください。

■ LSI Logic統合RAIDコントローラの設定ユーティリティーを使用して、ブートド
ライブをRAID 1 (ミラーリング)構成にするには、Ctrl + H (またはサーバー POST
シーケンス中の場合は、コマンド行でCtrl + C)を押します。Windowsオペ

始める前に
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レーティングシステムをインストールする前にブートディスクをRAID構成にす
る必要があります。詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』を参照して
ください。

■ Windows OSインストール用配布メディアを取得します。
■ ローカルインストールの場合は、Microsoft Windowsインストールメディアを接続
された物理CD/DVD-ROMドライブに挿入できるように準備しておきます。

■ リモートインストールの場合:
■ Microsoft WindowsインストールメディアをシステムのCD/DVD-ROMドライ
ブに挿入します。「Device」メニューで「CD-ROM」が選択されていることを
確認します。

■ Windowsイメージを使用する場合は、ISOイメージが入手可能であることを確
認します。「Device」メニューで「CD-ROM Image」が選択されていることを
確認します。

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバーをブートし、ビデオモニターまたはリモートコンソール画面を注視し
て、F9キーを押してOracle System Assistantを起動するように求めるプロンプトが表
示されるのを待ちます。

1

2
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プロンプトが表示されたら F9キーを押します。
Oracle System Assistant Systemの「Overview」メイン画面が表示されます。

Oracle System Assistantを更新するには、「Get Updates」をクリックします。

新規ソフトウェアリリースをチェックするには、「Check for Updates」ボタンをク
リックします。

更新が利用可能な場合は、その更新の readmeファイルが表示されます。

更新を取得するには、「Download and Apply Updates」ボタンをクリックします。
「Get Updates Sign-In」画面が表示されます。

MOS資格を指定します。

MOSユーザー名とパスワードを入力します。
サーバーは更新をダウンロードし、サーバーのリブートを尋ねるポップアップを表
示します。

「OK」を選択します。
サーバーがリブートし、Oracle System Assistantを再起動します。

3

4

5

6

7

8

9

Windows OSのインストール

25



「Install OS」ボタンをクリックします。
「Install OS」画面が表示されます。

インストールしようとしているOSのバージョンがサポートされていることを確認す
るために、「View supported operating systems」ウィンドウに表示されたリストを確認
します。

「Select your install media location」セクションで、OS配布メディアの場所を指定しま
す。
CD/DVDまたは仮想ドライブを選択できます。

プロンプトに従ってインストールを完了します。
インストールプロセスでは、サーバーが 1回以上リブートします。

38ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

▼ Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2008
SP2をインストールする (手動)
このセクションでは、Oracle System Assistantを使用せずに、OSをインストールする
方法について説明します。OSはローカルまたはリモートのどちらかの方法でインス
トールできます。

注意 –データ損失。OSのインストールを行うとブートディスクがフォーマットされ
るため、ディスク上の既存のデータは、インストール済みのOSも含め、すべて消去
されます。

■ 選択したOSインストール方法 (ローカルまたはリモート)に合わせてサーバーを
設定します。15ページの「ローカルインストールのセットアップ」または
16ページの「リモートインストールのセットアップ」を参照してください。

■ 必要に応じて、サーバーのハードドライブ上にボリュームを作成し、ブートデバ
イスを設定します。『Sun Blade X4-2B設置ガイド』を参照してください。

■ Windows OSインストール用配布メディアを取得します。
■ ローカルインストールの場合:プロンプトが表示されたら、Microsoft Windows

Server 2008 R2のインストールメディアを接続された物理CD/DVD-ROMドライブ
に挿入します。

■ リモートインストールの場合: Windows ServerインストールメディアをOracle
ILOMリモートコンソールシステムのCD/DVD-ROMドライブに挿入しま
す。「Device」メニューで「CD-ROM」が選択されていることを確認してくださ
い。
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11

12

13

次の手順
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■ Windowsイメージを使用する場合: Windows Serverインストール用 ISOイメージが
リモートシステムから入手可能であることを確認します。「Device」メ
ニューで「CD-ROM Image」が選択されていることを確認してください。

サーバーの電源を入れ直します。

WindowsリモートまたはWindowsイメージの方法を使用している場合は、Oracle
ILOMからサーバーの電源を入れ直すことができます。

BIOS POSTプロセスが開始されます。

画面を注視して、BIOSメニューが表示されるまで待ちます。

注 – BIOS POSTメッセージ (BIOSメニューオプションリストも含む)はすぐに消えて
しまいます。メッセージを見逃してしまった場合は、サーバーの電源を入れ直
し、ブート中に F8キーを押したままにして、BBSポップアップメニューが表示され
るのを待ちます。

BIOSメニューオプションリストが表示されたら、F8キーを押してBBSポップアップ
メニューを開きます。

BIOS POSTプロセスが完了すると、BBSポップアップメニューが表示されます。BBS
ポップアップメニューでブートデバイスを選択できます。

1
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3
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BBSポップアップメニュー画面の例:

インストール方法としてWindowsローカルを選択した場合は、接続されたDVDドラ
イブにWindowsメディアDVDを挿入します。

次のいずれかを実行します。

■ Windowsローカルを使用する場合は、「Boot Device」メニューから「CD/DVD」を
選択して Enterキーを押します。

■ WindowsリモートまたはWindowsイメージを使用する場合は、「Boot Device」メ
ニューから仮想CD/DVDを選択して Enterキーを押します。

注 – Oracle System Assistant USBのブートエントリがOSをインストールするハード
ディスクの下にあることを確認してください。

「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかの
キーをすばやく押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

4

5

Windows OSのインストール
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インストールウィザードの手順を進めて、「インストールの種類」が表示された
ら「カスタム (詳細)」をクリックします。

「Windowsのインストール場所を選択してください」画面で:

■ Windows Server 2008 SP2用の大容量ストレージドライバを追加する場合は、「ド
ライバの読み込み」をクリックし、大容量ストレージデバイスドライバの格納場
所 (CD/DVDまたはUSBフラッシュドライブ)に移動します。ドライバ情報ファイ
ル (.inf)を選択します。

注 – Windows Server 2008 SP2の場合、接続されたCD/DVDまたはOracle System
Assistant USBフラッシュドライブを介してドライバにアクセスできる必要があり
ます。ドライバにアクセスできない場合、次の図に示すように、ディスクが表示
されなくなります。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定を選択する場合は、「次へ」をク
リックします。手順 9に進みます。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定をオーバーライドする場合は、「ド
ライブオプション (詳細)」をクリックし、次の手順に進みます。

6

7

Windows OSのインストール

29



注意 –データ損失。既存のパーティションをフォーマットしたりパーティションを作
成し直したりすると、そのパーティションにあるすべてのデータが消去されます。

詳細ドライブオプションの画面で:

a. 「削除」をクリックして既存のパーティションを削除します。

b. 「新規作成」をクリックして新しいパーティションを作成します。

c. 必要に応じてサイズ設定を変更し、「適用」をクリックします。

d. 「次へ」をクリックします。

8
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Windowsのインストールが開始されます。インストールプロセス中、サーバーは
複数回リブートします。

インストールプロセスが完了すると、Windowsが起動し、ユーザーパスワードの
変更を要求するプロンプトが表示されます。

「OK」をクリックして、管理者パスワードを割り当てます。

注 –パスワードは 8文字で、数字が 1文字、大文字が 1文字含まれていなければなり
ません。詳細は、アカウント作成ページのアクセシビリティーのリンクをクリック
してください。

管理者アカウントにパスワードを割り当てると、Windows Server 2008 R2のデスク
トップが表示されます。

38ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」.

▼ Windows Server 2012をインストールする (手動)
このセクションでは、Oracle System Assistantを使用せずに、OSをインストールする
方法について説明します。OSはローカルまたはリモートのどちらかの方法でインス
トールできます。

注意 –データ損失。OSのインストールを行うとブートディスクがフォーマットされ
るため、ディスク上の既存のデータは、インストール済みのOSも含め、すべて消去
されます。

■ 選択したOSインストール方法 (ローカルまたはリモート)に合わせてサーバーを
設定します。15ページの「ローカルインストールのセットアップ」または
16ページの「リモートインストールのセットアップ」を参照してください。

■ 必要に応じて、サーバーのハードドライブ上にボリュームを作成し、ブートデバ
イスを設定します。『Sun Blade X4-2B設置ガイド』を参照してください。

■ Windows OSインストール用配布メディアを取得します。
■ ローカルインストールの場合:プロンプトが表示されたら、Microsoft Windows

Server 2012のインストールメディアを接続された物理CD/DVD-ROMドライブに
挿入します。

■ リモートインストールの場合: Windows ServerインストールメディアをOracle
ILOMリモートコンソールシステムのCD/DVD-ROMドライブに挿入しま
す。「Device」メニューで「CD-ROM」が選択されていることを確認してくださ
い。

9
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■ Windowsイメージを使用する場合: Windows Serverインストール用 ISOイメージが
リモートシステムから入手可能であることを確認します。「Device」メ
ニューで「CD-ROM Image」が選択されていることを確認してください。

サーバーの電源を入れ直します。

WindowsリモートまたはWindowsイメージを使用する場合は、ILOM経由でこれを
実行できます。

BIOS POSTプロセスが開始されます。

画面を注視して、BIOSメニューが表示されるまで待ちます。

注 – BIOS POSTメッセージ (BIOSメニューオプションリストも含む)はすぐに消えて
しまいます。メッセージを見逃してしまった場合は、サーバーの電源を入れ直
し、ブート中に F8キーを押したままにして、BBSポップアップメニューが表示され
るのを待ちます。

BIOSメニューオプションリストが表示されたら、F8キーを押してBBSポップアップ
メニューを開きます。

BIOS POSTプロセスが完了すると、BBSポップアップメニューが表示されます。BBS
ポップアップメニューでブートデバイスを選択できます。

1

2

3
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BBSポップアップメニュー画面の例:

インストール方法としてWindowsローカルを選択した場合は、接続されたDVDドラ
イブにWindowsメディアDVDを挿入します。

次のいずれかを実行します。

■ Windowsローカルを使用する場合は、「Boot Device」メニューから「CD/DVD」を
選択して Enterキーを押します。

■ WindowsリモートまたはWindowsイメージを使用する場合は、「Boot Device」メ
ニューから仮想CD/DVDを選択して Enterキーを押します。

注 – Oracle System Assistant USBのブートエントリがOSをインストールするハード
ディスクの下にあることを確認してください。

「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかの
キーをすばやく押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

4

5
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インストールウィザードの手順を進めて、「インストールの種類」が表示された
ら「カスタム (詳細)」をクリックします。

「Windowsのインストール場所を選択してください」画面で:

■ Windows Server 2012用の大容量ストレージドライバを追加する場合は、「ドライ
バの読み込み」をクリックし、大容量ストレージデバイスドライバの格納場所
(CD/DVDまたはUSBフラッシュドライブ)に移動します。ドライバ情報ファイル
(.inf)を選択します。

注 – Windows Server 2012の場合、接続されたCD/DVDまたはOracle System
Assistant USBフラッシュドライブを介してドライバにアクセスできる必要があり
ます。ドライバにアクセスできない場合、次の図に示すように、ディスクが表示
されなくなります。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定を選択する場合は、「次へ」をク
リックします。手順 9に進みます。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定をオーバーライドする場合は、「ド
ライブオプション (詳細)」をクリックし、次の手順に進みます。

6

7
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注意 –データ損失。既存のパーティションをフォーマットしたりパーティションを作
成し直したりすると、そのパーティションにあるすべてのデータが消去されます。

詳細ドライブオプションの画面で:

a. 「削除」をクリックして既存のパーティションを削除します。

b. 「新規作成」をクリックして新しいパーティションを作成します。

c. 必要に応じてサイズ設定を変更し、「適用」をクリックします。

d. 「次へ」をクリックします。

8
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Windowsのインストールが開始されます。インストールプロセス中、サーバーは
複数回リブートします。

インストールプロセスが完了すると、Windowsが起動し、管理者パスワードの設
定を要求するプロンプトが表示されます。

管理者パスワードを割り当てます。9
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注 –パスワードは 8文字で、数字が 1文字、大文字が 1文字含まれていなければなり
ません。詳細は、アカウント作成ページのアクセシビリティーのリンクをクリック
してください。

管理者アカウントにパスワードを割り当てると、Windows Server 2012のデスク
トップが表示されます。

38ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」.

▼ Windows Serverをインストールする (PXE)
次の手順は、Windows Server 2008 SP2、Windows Server 2008 R2、およびWindows 2012
に適用されます。

注 –電源投入メッセージとプロンプトは高速で表示されるため、すぐに画面から消え
てしまうことがあります。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡
大してもかまいません。

PXEを使用してWindows 2012を配備するには、まずWindows 2012サーバーに
Windows Deployment Service (WDS)をインストールする必要があります。

次のいずれかを使用して、サーバーをリセットするか電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースの「Remote Power Control」タブで、「Reset」を
選択します。

■ ローカルサーバーで、フロントパネルにある電源ボタンを約 1秒間押して
サーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源を入
れます。

F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。
「Please Select Boot Device」画面が表示されます。

「Please Select Boot Device」画面で、適切なPXEインストールブートデバイスを選択
し、Enterキーを押します。

注 – PXEインストールブートデバイスは、ネットワークインストールサーバーとの通
信に使用される物理ネットワークポートです。

「Boot Agent」画面が表示されます。

「Boot Agent」画面で、F12キーを押してネットワークサービスをブートします。

参照

始める前に
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通常のWindows Server WDSネットワークインストールを続行します。

詳細は、MicrosoftのWindows展開サービスに関する製品ドキュメントを参照してく
ださい。

インストールが完了したら、必要に応じてインストール後のタスクを実行します。

38ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

サーバーシステムツールのインストールおよびドライバ
の更新

次の各手順では、InstallPackアプリケーションを使用してサーバーシステムツールの
インストールおよびシステムドライバのアップデートの方法を説明します
(InstallPackアプリケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウン
ロードしたサーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能です)。

■ 38ページの「サーバーシステムツールのインストール」
■ 40ページの「システムドライバを更新する」

▼ サーバーシステムツールのインストール

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェア
およびソフトウェアアップデートの入手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

各種サーバーシステムツールは次の各ディレクトリに格納されます—ここで
versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

■ Windows Install Pack MSM: Windows/version/Tools/LSI-MSM
■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack:

Windows/version/Tools/Hardware-Management-Pack

5

6
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■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

サーバーのシステムツールは、次のディレクトリに格納されています。

■ Windows Install Pack MSM: Windows/version/Tools/LSI-MSM
■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack:

Windows/version/Tools/Hardware-Management-Pack

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

サーバーシステムツールをインストールするには:

■ Oracle Hardware Management Packについては、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=ohmpにあるインストールドキュメントを参照してください。

■ Windows InstallPack of MSMおよびNIC Teaming for Windowsについては、次の手順に
進んでください。

installerフォルダに移動します。

drive:\ORACLE_SSM\Windows\version\installer.

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。

サーバーシステムツールをインストールするには、「カスタム」が選択されている
ことを確認して、「次へ」をクリックします。

「カスタム」設定で、インストールするツールを選択できます。

2

3

4

5

サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新

39

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp


追加ソフトウェアのオプションが選択されていることを確認します。
プラットフォーム固有のドライバをインストールするためのオプションが選択され
ていないことを確認します。

注 –プラットフォーム固有のドライバオプションは、使用しているサーバーのドライ
バをインストールするためのオプションです。これらのドライバはOSのインス
トールプロセス中にインストールされます。

「次へ」をクリックして、インストールするツールを選択します。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。

▼ システムドライバを更新する
次の各手順では、Windows InstallPackアプリケーションを使用してサーバーシステム
ドライバをアップデートする方法を説明します (Windows InstallPackアプリ
ケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウンロードした
サーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能です)。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。
USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。
詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェア
およびソフトウェアアップデートの入手」を参照してください。
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b. ダウンロードしたツールおよびドライバのパッケージをサーバー上に解凍しま
す。

サーバーシステムドライバは、次のディレクトリに格納されます。

Windows\version\Drivers

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

installerフォルダに移動します。

drive:\ORACLE_SSM\Windows\version\installer.

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。

アプリケーションの処理を進め、プラットフォーム固有のドライバをインストール
するためのオプションを選択します。

追加ソフトウェアをインストールするためのオプションが選択されていないことを
確認します。

注 –追加ソフトウェアオプションを使用して、サーバーシステムツールをインス
トールできます。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。
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